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別記様式 

会  議  録 

 

会議の名称 令和７年度 第２回図書館運営協議会 

開催日時 令和８年２月２４日（火）午後２時～午後３時５３分 

開催場所 戸田市立中央図書館２階 視聴覚室 

委員長等氏名 会長     石川 敬史 

出席者氏名 

（委員） 

会長     石川 敬史 

副会長    雨宮 明美 

委員     渡部 淳子 

委員     若林 寛子 

委員     小代 元志 

委員     増渕 洋一郎 

委員     茂呂 理絵     

欠席者氏名（委員） 無 

説明のため出席した者 無 

傍聴者 無 

事  務  局 生涯学習課  

課課長    中沢 英明 

主幹     小山 隆 

主事     小林 未波 

司書     宮澤 ゆかり 

指定管理者 

 

中央図書館長    後藤 有功 

上戸田分館長    丸山 怜依 
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議      題 

 

（１）第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況について  

（２）令和８年度図書館事業計画について 

（３）戸田市立図書館資料選定基準の改正について 

（４）その他 

会議結果 生涯学習課図書館担当・戸田市立中央図書館及び上戸田分館指定管理者

から議題の内容について報告があり、報告事項に対して図書館運営協議

会委員から意見を聴取した。 

会議の経過 別添のとおり 

会議資料 (１) 令和７年度第２回戸田市立図書館運営協議会次第 

(２) 戸田市立図書館運営協議会委員名簿 

(３) 戸田市立図書館運営協議会事務局名簿・指定管理者出席者名簿 

(４) (資料 1-1)  第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況の実施評価 

(５) (資料 1-2～5)第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況表 

(６)  (資料２)   令和８年度事業計画書(中央図書館) 

(７) (資料３)   令和８年度事業計画書(上戸田分館) 

(８) (資料４)   資料選定基準改正の資料 

議事録確定 令和８年３月３日 

   会長氏名  石川 敬史   
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(会議の経過) 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

事務局 

 

１ 開会 

定刻となったので、令和７年度第２回図書館運営協議会を開催す

る。この協議会は、戸田市立図書館の円滑な運営を図るため、戸田

市立図書館条例により設置するものである。 

 

事前配布資料（１）～（８）の確認 

 

本日の会議は、欠席者無しのため、会議は成立要件となる過半数

の出席を満たしている。 

 

事務局 

 

２ 議事 

次第２の議事に入る。 

議事の進行については、戸田市立図書館条例施行規則第２５条第２

項の規定により、会長が務めることとなっているので、石川会長に

お願いする。 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

中央図書館長 

議事（１） 

それでは、これから議事に入るが、本日は傍聴人がいないことを

報告する。 

 

議事（１）第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況について説明を

お願いする。 

 

資料 1-1「第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況の実施評価」に沿

って説明 

 

資料 1-2～5「第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況表」に沿って説



－4－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明。 

方針 1「すべての市民の学びを支援する図書館」のポイント 

赤ちゃんおはなし会の実施は好評で、直近の回では３２名の利用

者が参加した。 

託児サービスの拡充については、週一回から週二回に増やしても

毎回１０名以上の利用者がいる。 

全世代向けのサービスでは、地下書庫の解放イベントを開催した

ところ、来年もやって欲しいとの要望を受けるほど好評だった。 

その他、地元の企業の協力で実施した腸活イベントや、JR 東日本

の職員さんを招いて行ったトークショー、写真展等も好評だった。 

バリアフリーサービスでは、「りんごの棚」を設置した。資料の充

実は今後も継続していく。 

Ｘを開設し、様々な話題を発信し、図書館を身近に感じてもらえ

るようにした。 

「座席予約システム」の導入について、先日、実施したアンケー

トでは利用しやすくなったという声があった。多くの人に使っても

らえている。 

設備修繕について、よみきかせコーナーを活用するために遮音カ

ーテンを設置した。 

分室については、イベントを積極的に行った。下戸田分室では、

中央の JR東日本との協力イベントを開催した際に貰ったシールを、

分室をたくさん利用してくれた子どもたちに配布するイベントを実

施。美笹分室では、借りてくれた子どもに、トナカイのパーツを 5

分割して配布。完成するとトナカイのマスコットになるというイベ

ントを開催した。下戸田南分室では、これから３月に保護猫の迎え

方についてのイベントを開催予定。 

 配本所は主に予約本を渡すための拠点だが、受け取った返却本を、
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翌日の巡回便で中央図書館へ戻すまでの間、バックヤードにしまっ

ておくのではなく、利用者が手に取れる場所に置いて借りることが

できるようにした。その結果、前年度に比べて配本所での貸出数が

2,600冊、増えた。比率にすると 7.5％増である。 

それを受け、足が不自由で他の拠点に行けないお年寄りの方が、

「ここへ来て、数少ない本の中から読む本を選ぶのが楽しい」と言

って、配本所へ来るようになったという報告を聞いている。大変好

評のサービスとなった。 

 このように、分室や配本所でもイベントや取り組みを行ったこと

で利用者を集め、貸出数を増やすことができたので、今後も継続し

て取り組んでいきたい。 

 中央図書館の Wi-Fi 環境の整備について、接続時間や回数に制限

があることや、場所によって接続が不安定である等、2階自習席での

環境が良くないというアンケート結果が出た。このことから、現在、

新たな Wi-Fi環境の設置準備を進め、課題解決を試みている。 

 続いて、方針 2「地域の情報拠点としての図書館」のポイント 

 前年度の継続がほとんどだが、彩湖自然学習センターとの連携講

座では、今までタイミングが合わずに実現できなかった「みんなと

楽しむ昆虫教室」を日程調整し実施した。また、3月には、川の博物

館と連携し、川にまつわる郷土資料の講座を開催する予定。 

 方針 3「子どもの読書を推進する図書館」のポイント 

 方針 1 でも述べたが、赤ちゃんおはなし会や託児サービスの充実

を図っている。 

 また、学童施設への出前講座や、近隣の私立保育園すくすくの森

への出張おはなし会を実施した。今後も更なるコンテンツの拡充を

図る予定。 

 読書手帳については、景品を見栄えの良いものにしたり、手帳を
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リニューアルしたり、学校図書室で記録している手帳の本も足して

よい等、様々な見直しを行ったが、大きな成果は得られなかった。

学校の先生とも話をし、図書室にチラシも置かせてもらったが、学

校でも図書室に児童が来ないという現状を聞いて、更に工夫が必要

だと感じた。次年度は周知も含め、更に利用拡大に繋げられるよう

工夫したい。 

 蔵書点検期間を利用して、YA コーナーを 2 階へ移動した。また、

それに伴い自動貸出機を 1台、2階へ移動した。こちらは、足の不自

由な方が 2 階にある本を借りる場合にも対応でき、バリアフリーサ

ービスの充実にもなった。 

また、1階の児童コーナーには、学習まんがコーナー、コミックコ

ーナー、子育てコーナーを新設した。 

学校との連携では、新曽中学校の図書委員会との情報交流を行い、

今、中学生が読んでいる本や、図書館で入れてほしい本、学校図書

室でのリクエスト一覧等、今後の選書の参考になる情報をもらった。 

3days（職業体験）の中学生には、図書館に保育園児を招待して、

中学生だけのおはなし会を実施した。ゴールが見えていると、中学

生の取り組み方も変わり、とても充実した体験となったようだ。 

玄関ロビーでの児童、生徒の作品展も昨年に引き続き行っている。

今年は、新曽中学校の生徒が作成した本の POP も展示した。秋には

新曽北小の児童の作品展示をした。近隣の学校との連携は、今後も

積極的に行う。 

 方針 4「市民とともに活動する図書館」のポイント 

図書館施設を活用したイベントの開催で、中庭を活用したミニ新

幹線のイベントを実施した。こちらは、県立大宮工業高等学校機械

科の皆さんに協力してもらい実現したイベントだったが、当日は 400

人以上の子どもが楽しんでくれた。 



－7－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上戸田分館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ロビーでは昔遊び、ベーゴマやコマ回し、福笑い等を親子

で体験してもらうイベントを開催した。同時に、さくらパルの駄菓

子屋に出張してもらい、お菓子の販売も行った。図書館のロビーで

毎週金曜日にお菓子やコーヒーの販売を行っているゆうゆうさんに

もぜんざいを作ってもらうなど、イベントを盛り上げて貰った。 

 地域の企業との連携では、地元「みたけ食品」との協働で腸活イ

ベントを実施した。 

また、イオンモール北戸田には、本の返却ボックスを設置した。

来月には、イオンモール北戸田内にある未来屋書店のカウンターで、

事前に予約した図書館の本を受け取れるサービスも実施予定。 

 以上、中央図書館、分室及び配本所については、今年度も図書館

ビジョンの各項目を着実に取り組んできた。引き続き次年度も、利

用者の満足に繋がるよう取り組んでいきたいと考えている。 

 

資料 1-2～5「第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況表」の上戸田

分館の部分について説明していく。 

方針 1「すべての市民の学びを支援する図書館」のポイント 

前年度の事業に加えて、今年度からは、絵本カフェ、読書カフェ

を開催した。これは、例えば、昔話の桃太郎や白雪姫等、誰もが知

っている物語をテーマにして、その日、集まった人たちで、お茶を

飲みながら楽しく語り合ってもらうイベントである。今年度実施し

た「しろクマちゃんのホットケーキ」を題材とした回では、作品中

に登場するホットケーキをキッチンで作った。また、気軽に参加で

きるビブリオバトルも開催した。 

バリアフリーサービスの実施では、9月よりアクセシブルライブラ

リーの提供を開始した。視覚に障がいのある戸田市在住の方向けの

サービスで、利用者カードを発行すれば、自宅のパソコン等から、
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電子図書の読み上げサービスを利用できるというものである。まだ

周知が行き届いていないため、利用はないが、引き続き、周知を続

けていく。また、上戸田分館では、今までバリアフリー図書を収集

してこなかったので、次年度では点字図書や大活字本等の収集も考

えていきたい。 

方針 2「地域の情報拠点としての図書館」のポイント 

地域の課題解決に役立つ資料の提供については、昨年度から引き

続き、医療・健康情報コーナー、介護・ケア情報コーナー、防災情

報コーナー、YA 進路コーナーの設置、及び中央地域包括支援センタ

ーとの連携展示を行った。 

また、本日のおすすめコーナーにて時節の話題に合わせて、毎日、

本を紹介している。こちらは、あいパルの X でも投稿し、利用促進

を図っている。 

利用者と資料を結びつける取り組みとしては、昨年度から継続し

て、館内 10か所の展示コーナーで、彩湖自然学習センターとの連携

展示や、小中学生の作品展示を行っている。また、令和 7 年度は、

戸田南小学校の児童 3名による「まりんスマイル研究部」が海の SDGs

をテーマに展示作品を持ち込んでくれた。 

方針 3「子どもの読書を推進する図書館」のポイント 

子連れでも利用しやすい環境の整備では、キッズスペースでのお

はなし会を実施してきたが、今年度は、「たべもの」「のりもの」等

４つのテーマから、利用者が自由に選べるよう変更した。 

加えて、館内におすすめ絵本の貸出セットを設置し、赤ちゃん向

けと、３～４歳向けの物を用意している。時間のないときには嬉し

いサービスだと親子連れなどに好評である。 

 読書活動の促進については、これまで行ってきた取り組みに加え、

来年度は、地域の小学生が、あいパル（上戸田地域交流センター）
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へ施設見学に訪れた児童に向けて、独自の利用案内のパンフレット

を作成し、年齢に合わせた図書館の周知ができるよう検討している。 

 図書館利用に繋がる図書館イベントの開催については、昨年に引

き続き、おはなし会、映画会、行政書士連携講座、調べ学習支援講

座の実施等を行っているが、今年度はグループ学習室の更なる利用

を考え、学習室で使用できる備品の購入を検討している。顕微鏡等

を設置して、それを使った講座等も、来年度以降計画している。 

 児童コーナーの充実については、絵本から児童書への移行期に読

む本がわかるよう、対象となる本の背に初心者マークのようなシー

ルを貼り、小学校低学年の児童を対象とした本がひと目でわかるよ

う準備を進めている。 

 方針４「市民とともに活動する図書館」のポイント 

地域の団体、関係機関との連携・協力したイベントの開催につい

ては、地域の小学校 PTA が主催した「とだハピ祭り」において、実

行委員会と連携して資料展示を実施した。また、近隣にある海禅寺

を借りて「お寺でおはなし会」を開催したり、戸田歴史ガイドの会

と連携して戸田の史跡をめぐる「とだぶらりウォーク」を開催した

りした。市内にある認知症カフェが主催した「とこカフェ祭り」内

では、認知症に関する資料の展示や、「絵本カフェ」を開催して認知

症に関する本を紹介した。その他、市民団体が主催した「ピンクリ

ボンフラ」の会場内でも資料展示を行った。 

図書館施設を活用したイベントの開催では、現在、あいパル１階

のカフェの横にある壁を使って、あいパルの来館者に向けて、図書

館の周知を兼ねた「図書館情報コーナー」の設置を企画している。

これまで、あいパルには来館していたが図書館には足を運んだこと

がなかったという人にも、興味を持って貰えるようにしたい。 

 



－10－ 

 

会長 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

副会長 

 

第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況について、方針毎に順番に

意見、質問等をお願いしたい。 

 

配本所で行っている返却本の貸し出しサービスは、私の知り合い

も利用していて、とてもありがたいサービスだと喜んでいた。また、

赤ちゃんおはなし会も大盛況で、最近、図書館に足を運ぶ人の数が

増えているなと感じている。普段、外から見ていると気付けないが、

このように資料１－２を見ると、非常に多くの取り組みを行ってい

ることがわかるし、それだけ努力してくれているのだなと思った。 

 

私も、結構、色々なことをやっていて凄いなと思った。その中で

一つ気になったのが、下戸田分室で実施した JR のシールを活用した

イベントで、乗り物を好きな子どもたちは多いので、この内容につ

いてもう少し詳しく知りたい。 

 

ＪＲ東日本のイベントについては、元々、１０月に中央図書館で

トークショーや写真展示等のイベントを実施した。トークショーは

ＪＲ東日本の職員さんによるもので、乗り物の部品を見せてくれた

り、裏話を聞かせてくれたりで、鉄道好きの人が集まって大変盛況

だった。 

シールはそのイベントの際にＪＲの方に貰ったもので、下戸田分

室の利用者に、本をたくさん借りてくれたらシールをあげるという

イベントを行って活用した。資料には書いていないが、その後、Ｊ

Ｒにまつわるクイズを出題するイベントも行った。 

 

上戸田分館で導入したアクセシブルライブラリーは、中央図書館

のバリアフリーサービスとは違うのか。互いに連携しているのか知
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中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りたい。 

 

今回、導入した上戸田分館のアクセシブルライブラリーは、図書

館のカウンターで申請をして、専用の貸出券を受け取るだけで、後

は自宅のインターネットに接続できるスマホ・パソコン等の機器か

ら専用サイトにログインして、電子図書を音声で聞くことができる

サービスである。また、こちらのサービスは上戸田分館だけでなく、

中央図書館や分室、配本所のカウンターでも登録が可能で、全館連

携してのサービス提供となっている。朗読は、人の声ではなく、機

械の音声のみだが、声の高さや速度も変えられるようになっている

ので、自分の聴きやすい環境にすることができる。更にこのサービ

スの開発には、視覚に障がいのある方が参加しているため、操作方

法も簡単にできるようきめ細かな配慮がされている。 

 

中央図書館では、視覚に障がいがある人に対してはデイジー資料

を提供している。デイジー資料はＣＤ-ＲＯＭの状態で提供されるも

ので、専用の機器を利用して聴くことができる。こちらは、利用者

のリクエストに応じて当館の音訳ボランティアが録音して作成した

ものと、最近は、Ｗｅｂ上にあるデイジー専門の図書館が充実して

いることから、そこから音声をダウンロードして、ＣＤ-ＲＯＭの状

態にしたものを、登録ユーザーに送付している。 

但し、デイジー資料を聴くためには専用の再生機を用意する必要

があるため、新たに始めるにはハードルが高い。特に若い世代の利

用者には浸透しにくい状況だった。その点、登録さえすれば利用者

自身が手持ちのスマホ等に簡単にダウンロードできる今回のアクセ

シブルライブラリーのサービスは、新たな利用者にアプローチでき

る素晴らしい取り組みだと考える。 
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続いて、第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況について、方針２

または方針３に対する意見、質問があればお願いする。 

 

方針３「子どもの読書を推進する図書館」の６「読書活動の促進」

のところで、中央図書館が、読書手帳について、小学校の図書室と

の連携強化について課題があると発言していたが、詳しい状況を聞

きたい。 

 

読書手帳については、児童のやる気を引き出すために、特に「目

標を達成する」という部分を強化した。例えば、到達点のハードル

を下げたり、通過点毎に魅力的な景品を用意したり、参加者の増加

を狙って様々な工夫をして取り組んだ。加えて、学校の図書室で読

んだものもカウントに入れて良いことにし、学校との連携も図ろう

としたが、蓋を開けてみれば、利用はまったく増えなかった。こち

らの周知が足りなかったのか、あるいは、アプローチの方向が間違

っていたのか、検証が必要だと感じた。 

と言うのも、今回、変更した点については、結局、元々やってい

ることをベースに、パワーアップしただけだったので、今後は、違

う発想でアプローチすることも考えていきたい。 

 

「学校との連携」という意味では、中学校に対しての取り組みは

評価できると思う。読み聞かせの体験やＰＯＰを作ってもらい展示

するのも、生徒にとっては良い体験になったと思う。 

一つ、提案があるとしたら、近隣の学校の生徒にＰＯＰを作って

もらうだけでなく、複数の学校の生徒に参加してもらえるよう、Ｐ

ＯＰ大会というか、生徒の意欲を引き出す工夫をして、多くの生徒
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に図書館と携われる機会を与えてもらえるとよいのかなと思った。 

 

図書館と携わるという点では、中学校の図書委員の生徒と、うち

のスタッフで懇談会のようなものをしたが、担当者からは、今後も

継続したいという話があった。中学生からは、小学校におはなし会

をしに行きたいと言う提案もあり、今後、中学生と一緒に何ができ

るのかを考えていきたい。 

 

以前は、中学生や高校生がおはなし会をしに図書館に来てくれた

ことがあったが、コロナ禍で中断して以降、なくなっていた。 

 

そういう先行事例があったことは知らなかったので、後で調べて

みる。再開できるようなら検討したい。 

 

戸田市の中学校は、学校の生徒数が千人近くいる割には図書室の

規模が小さい。最新刊も比較的揃えているが、利用する生徒の数は

少ない。勿論、借りている子はすごく借りている。二極化が進んで

いるのが現状。但し、そういう環境の中でも図書委員の人たちは熱

心に活動している。１年生で図書委員になった子は３年間図書委員

をやるような子もいるくらい本が好きな子たちが集まっている。だ

から、「できるだけみんなに読んでほしいよね」と言って、ＰＯＰを

作ったりしている。 

今年は、本当だったら、学校の中だけで完結するＰＯＰ作りを、

保護者と一緒に見に来られる図書館で展示してもらった。子どもた

ちも張り合いになっているので、引き続き、お願いしたい。 

新曽中の場合、中央図書館に近いところにあるため、ＰＯＰの展

示も実現したが、他の中学校も、同じように地域の拠点で実施でき
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たらいいと思うし、市内の中学校全体で取り組んでいくのもいいの

かなと思った。 

中央図書館の近くには、新曽中学校の他、新曽北小、戸田翔陽高

校、かけはし高等特別支援学校もあるので、そういったすべての学

校の子どもたちが図書館との関わりを作れたらいいなと思った。 

 

最後に、第２次戸田市図書館ビジョン進捗状況についての方針４

「市民とともに活動する図書館」の４で、イオンモール北戸田にあ

る未来屋書店で図書館の予約本を借りられる取次所を設置とある

が、先日、新聞にも取り上げられていた。運用について詳しく知り

たい。 

 

未来屋書店に業務用の端末を設置することはできないので、ＷＥ

Ｂ上で予約してもらった本を中央図書館で準備し、貸出処理をした

上で、袋詰めして未来屋書店へと運び、利用者に渡してもらうとい

う流れで実施する。返却は未来屋書店にある返却ポスト、未来屋書

店のカウンター、北戸田駅に設置している返却ポストなどで返却す

ることができる。 

 

返却は、袋ごと返すのか。 

 

貸す際に、袋は渡さない。中の本だけを渡すので、返却はバラバ

ラで構わない。 

 

返却は、他の拠点で借りた時と同様で、読み終わったものから１

冊ずつでも、まとめてでも、好きなところで返却してもらえればよ

い。 
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いつから運用するのか知りたい。 

 

３月３日から運用開始である。 

 

新しい取り組みなので、借りる本と一緒に、利用案内や図書館か

らのお知らせ、ブックリストのようなチラシ類も一緒に手渡せたら、

利用の増加に繋がるのではないか。例えば、ブックリストがあれば、

それを見て、次の予約に繋がるとか。 

 

方針４まで終わったが、全体を通して、何か感想なり意見があれ

ばお願いする。 

 

すべての取り組みについて、止めたものはなく、次年度も継続し

たり拡大したりという展開になっているところが素晴らしいと感じ

た。 

 

以前にも話題になったが、人員に限りがある中で、これだけの取

り組みを止めることなく拡大に転じて大丈夫なのかと心配になる。

どうやりくりしているのか。 

 

資料には書いていないが、止めたものもある。 

 

効率化を図った部分もあるし、あいパルと共同で開催できること

も多いので、上戸田地域交流センターの職員の力も借りて取り組ん

でいる。 
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議事（２） 

次に、議事の（２）令和８年度図書館事業計画について、説明を

お願いする。 

 

(資料２) 「令和８年度事業計画書(中央図書館)」に沿って報告す

る。 

 乳幼児や児童へのサービスについて、利用者が参加しやすいよう

に、おはなし会の構成と開催日時を見直すことにした。 

 また、陶芸教室や親子で本づくり体験など、従来とは違う切り口

の体験イベントを開催する。 

 イオンモール北戸田の未来屋書店に取次所を設置したことで、こ

れを周知するために５月９日にイオンモール北戸田内のイベントホ

ールで大々的なイベントを開催する予定。 

子どもたちに人気の絵本「パンどろぼう」のテーマソングを歌っ

ているパフォーマンスグループを招待して、音楽を使った読み聞か

せイベントを開催し、その周辺で、北戸田駅のブックポストのラッ

ピングの絵を子どもたちに描いてもらう等、様々なイベントを企画

している。勿論、その場を借りて、当館の電子図書館の使い方や、

未来屋書店で本を受け取るためのレクチャー、予約の仕方等も案内

する予定。こちらはソフトバンクと企業連携してのイベントとした

い。 

他には、生涯学習課から英語多読のサービスを実施してほしいと

の提案があったので、資料の収集は勿論、イベントの開催も検討し
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ている。英語のおはなし会については、今年度に引き続き、次年度

も開催を予定している。 

関係機関との連携では、美笹のおはなし会がマンネリ化してきた

ので、リニューアルを予定している。 

またつい先日、福岡の図書館で暴漢が暴れるという事件があった。

それを受けて、従来の防犯訓練を見直し、利用者の安全を守れるよ

うにしたいと考えている。 

 

(資料３) 「令和８年度事業計画書(上戸田分館)」に沿って報告す

る。 

児童サービスについては、今年度の取り組みを継承していく。 

保護者向けのサービスとしては、今年、おはなしのバスケットの

特別版を中学生の 3DAYS(職場体験)に取り入れたところ、生徒だけ

でなく保護者にも好評だったので、来年度は、すべての学校でおは

なし会を取り入れたいと考えている。 

現在も紙袋の中に３冊程度の絵本を入れて提供しているが、利用

しやすいという声があったので、来年度は、袋の外にテーマを書い

て、セットを作りたいと考えている。 

大人向けのサービスとしては、戸田歴史ガイドの会で活躍されて

いた方からの提案で、戸田市史を読むカフェの開催を検討している。

戸田市は古文書や行政文書等が、活字化され、市史に掲載されてい

るので、こういったイベントを開催することで、図書館にある郷土

資料の活用にも繋げられると考えている。 

また、以前、お寺でおはなし会を開催したとき、大人一人で参加

したいという声があった。そのため、次年度は、お話会の開催を２

回にし、明るい時間帯は親子向けにし、夜、暗い時間帯には大人向

けのお話会を開催する予定。 
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アクセシブルライブラリーについては、まだまだ周知が足りない

と感じているので、次年度は、目の見えない方だけでなく、見える

方にも周知し、広げていきたいと考えている。 

ボランティアとの協働については、あいパルサポーターズ倶楽部

個人会員懇談会とあるが、これは、あいパルで読み聞かせのボラン

ティアをしている人たちの懇談会を開催しているもので、自分たち

の知らない手遊びを学ぶ等、様々な情報の共有を行う場としている。 

資料にはないが、次年度の取り組みとしては、小説・エッセイを

合わせて作家ごとに並べてみようと考えている。 

グループ学習席での講座の開催を企画している。あいパルには、

おもちゃ病院を開催しているボランティアグループがいる。そのメ

ンバーと連携しながら、講座を企画していく。 

高齢者向けのミニおはなし会は、現在も開催しているが、次年度

も引き続き行う。これは、あいパルで開催している、とだ元気体操

の中で、紙芝居を中心におはなし会を開催しているもので、大変好

評なので、継続する。 

団体・地域支援では、周辺の学校と連携して、ＰＢＬ授業の発表、

展示への協力は今年も継続していきたい。今は、新曽中学校生物育

成研究部の展示を行っているが、可能なら次年度も継続していきた

い。 

 

令和８年度図書館事業計画について、意見、質問等あればお願い

する。 

  

今、知人がアメリカに住んでいて、先日、帰国した際に、こちら

の図書館に来たところ、英語の本が少ない上に、とても暗い場所に

あって、気持ちも暗くなり読む気が失せたと話していた。アメリカ
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の図書館には、もっと、明るく開けた場所に、日本語の最新の小説

もあって、とても利用しやすい。日本語だけでなく多くの言語の本

が並んでいて、言葉がわからなくても、その場で本を手にするだけ

でワクワクするのに、戸田市の図書館のあの環境にはショックを受

けたと言っていた。 

英語多読の取り組みを始めるなら、イベントを開催したり、本を

集めるたりするだけでなく、棚周辺の環境も改善してもらいたい。

戸田市は外国の人もたくさん暮らしているので、その人たちがもっ

と気持ちよく使えるような環境にしてほしい。更に、日本人のお母

さんも、子どもと一緒に楽しく読める空間にしてほしい。戸田市の

お母さんたちは勉強熱心な人も多いので、イベントで人を呼ぶだけ

でなく、普段、棚で利用している人が、英語の本も、こんなにある

んだと見てもらえるような環境づくりをしたら利用に繋がると思

う。 

 

我々も、どこに英語多読のコーナーを作ろうかと頭を悩ませてい

るところで、今ある他のコーナーを動かすのは難しいので、せめて、

あの場所に照明を設置しようかという話をしている。 

 

私も、さっき、コーナーを見てきたが、あれは酷いと思った。照

明もだが、椅子を設置したりして居心地のいい空間にしてほしい。

今のままだと、こっそり読んでいる感が否めない。 

 

今すぐには場所の移動までは難しいので、今後の課題とし、蔵書

点検期間中を活用して移動も検討したい。 

 

英語の絵本を展示する際は、隣に翻訳版も置いておけば、保護者
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が喜ぶのではないかと思った。 

あとは、高齢者に対するイベントも少しはあるようだが、更に充

実させてほしい。私も、もう、高齢者の域に入ってきたので、これ

からは、公共施設で開催しているイベントや講座にも参加してみた

いと思っている。人口の比率でも、高齢者数は増えているので、子

どもへのサービスも重要だが、高齢者向けの講座もいろいろと検討

してもらえると、更なる利用に繋げられるのではないかと思う。 

 

先程、ブックリストの話が出たが、先日、おはなし会に参加して

いた保護者が、スマホで何かのブックリストを見ながら熱心に本を

探していた。図書館を利用している人は、そうしたブックリストを

手がかりにして、読みたい本を探す人も多い。手の届く場所、目に

つく場所に、手軽に利用できるブックリストがあったら、利用に繋

がるのではと思った。 

ここの図書館のブックリストは展示を行っている期間だけＷＥＢ

上から見ることができるが、展示が終わってしまうと、そのブック

リストは消えてしまう。過去に展示していたテーマの本を探したい

なと思っても、見ることができないのは残念だと思った。もっと長

く活用できるようにしてほしい。 

本の紹介はＸでも発信してくれているが、すべての人がＸを見て

いるわけではない。最近はホームページも改善されて、とても使い

易くなっているので、ホームページでも紹介してくれると嬉しい。 

あとは、先ほど、上戸田分館で、絵本からものがたりの移行期に

読む本に、初心者マークを貼り付ける取り組みを計画していると話

していたが、とても良い取り組みだと思った。移行期の子どもの本

を選ぶのはとても難しい。親も悩む。次のステージへの移行を図書

館がサポートしてあげることは、その子の生涯を通して読書との関
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わりをサポートしてあげることになる。 

 

図書館を利用している人に対して、予約本を受け取った時にでも、

紙のブックリストを手渡すことで、例えば、分室の利用者が、中央

館ではこんな展示をしていたのかとか、こんなイベントをやってい

たんだとか、知ることができる。そういうところで、利用者には、

図書館との繋がりを感じてもらえるのではないだろうか。 

 

過去に行った展示のリストはデータが残っているので、そういう

ものを活用したサービスについては、すぐにでも対応できる。持ち

帰って検討したい。 

 

ここまで見てきて、一つ感じたことは、図書館の利用者が参加す

るイベントについては、以前よりも増えてきたが、今後は、利用者

が参画する方向に進めていくことが課題となるかなと思う。 

例えば、読書手帳の件で言うと、小中高生が図書館の運営に参画

し、読書手帳のデザインを作るとか、詩や小説を読むだけでなく、

書いたりとか、写真を見るだけでなく、撮ってみたりとか、自分の

好きを発信していくのが好きな人は多いので、そこに図書館が関わ

って、利用者が参画していく道筋を見出せれば、新しい展開への可

能性が見えてくるのではないかと思った。市民の自主企画の行事や

運営ができたらいいのかなと思った。 

 

他に質問がなければ、議事（２）については以上とする。 
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議事（３） 

次に議事（３）戸田市立図書館資料選定基準の改正について、事

務局より説明をお願いする。 

 

戸田市立図書館資料選定基準の改正について、（資料４）「資料選

定基準改正の資料」に沿って説明する。 

大きな改正としては、活字資料以外の、例えば、映画、ドラマ、

アニメ等のノベライズ作品、コミックエッセイ及び漫画についての

選定基準を見直し、従来の基準では対応できなかった資料を選定し

やすくした。 

これにより、読書離れが進んでいるＹＡ世代の子どもたちに対し

て、読書の入口として読むことができる本も入れることが可能にな

ると考えた。 

 但し、この改訂により、漫画ばかりを購入することがないよう注

意はしていく。 

 

戸田市立図書館資料選定基準の改正について、意見、質問等あれ

ばお願いする。 

 

漫画を入れることについては、私も賛成で、今は中高生の世代を

図書館に向かわせるには、漫画しかないのだと思った。実は、私の

高校でも、開校５年目にして、初めて、生徒からの要望もあり漫画

を入れた。棚に置くと、普段、図書室には興味のなかった生徒も来

るようになり、本の借り方を学んだりしている。足を運ばせるきっ

かけになったのなら良いと思うようになった。 

ただ、それだけになるといけないので、私もバランスを考えなが

ら収集していこうと思う。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

当館でも、漫画は人気が高く、棚に戻ってくることがないほど利

用されている。 

 

市内中学校図書室の選書も、図書館と同じなのか。漫画は入って

いるのか。 

 

学校図書室は、市立図書館とは管理が別なので、今回の選書基準

とは異なる。 

 

漫画を入れて貰えるのは嬉しい。親も図書館に入っている漫画な

ら子供に読ませても安心だろうと思う。だからこそ、選書には気を

配ってほしい。子どもの目に触れさせたくないような漫画が入らな

いようにして欲しいし、漫画ばかりに偏るようなことも避けてもら

いたい。 

 

 図書館としても、専門家が審査している手塚治虫文化賞、日本漫

画家協会賞、小学館漫画賞等、受賞作を中心に、これなら子どもが

読んでも大丈夫だろうという目線で選書している。 

 

 私も改正については問題ないと考える。時代の流れ、社会の変化

に応じて選書基準を見直すのは大切な作業だと思う。 

気になったのは、限られた資料費の中で漫画をどの程度の割合で

収集していくのか。現在と同じ割合で運用していくのであれば問題

ないが、利用が多いという理由から資料を増やして、更に利用を上

げていく方向で考えているのなら、上限のようなものがあってもよ

い。 
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 また、ただ漫画を入れるだけでなく、配架で工夫することとで図

書館ならではの付加価値を付けると、図書館で収集することの意義

が生まれるのではないかと考える。 

漫画を積極的に収集している図書館では、１００巻くらいある漫

画も複本で用意するくらい力を入れているところもあるが、館内閲

覧のみで運用していたりする。それだと民間のブックカフェと何も

変わらない。公共図書館で漫画を収集するのであれば、付加価値を

付ける工夫があった方が良い。 

例えば、ポケモンなら英語版やフランス語版も出版されているの

で、日本語の漫画だけでなく、様々な言語の漫画を入れて日本語版

と一緒に棚へ並べる。ドラえもんなら藤子不二雄の本、作家研究本

のようなものも併せて購入し、棚に並べる。 

このように棚づくりに付加価値を付けると、図書館における漫画

の収集に意味を持たせることができる。それを手に取った利用者に、

考える材料を与えることができるのではないかと考える。 

スペースの問題もあるだろうが、そういう展開もあっていいと思

った。 

 

限られた資料費というのは、我々も注視しているところ。戸田市

では、指定管理者が選定したものを、生涯学習課が確認するという

流れで選書しているが、今は、説明資料に例として挙げたような漫

画の他は、破損したものの買い替え程度に留まっている。全体の予

算額に対してだと１％にも満たない金額なので問題にしていない

が、今後、漫画が占める割合が上がってくるようなことがあれば、

そのときは、全体の何パーセントまでというような制限を設けても

よいと考えている。 
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 絵本について、お母さんたちから「この本ないですか」と聞かれ

る本が図書館になかったり、他所の図書館はすぐに入るのに、ここ

の図書館はなかなか入らなかったりという話も聞く。また、リクエ

ストしてもお断りされるという声もあるが、市民がこの本を入れて

欲しいと思った場合、リクエストではなく、図書館に言って検討し

てもらうことはできないのか。 

 予算があるので、この時期までに言って貰わないと買えないとか、

リクエストに応えているとお金がなくなるから買えないとか、そう

いうのがあって断られているのか。 

 

 市民からのリクエストについては、「リクエスト」という制度があ

るので、それ以外の方法で要望を受けるという仕組みはない。リク

エストカードに書いて出してもらったり、図書館のホームページか

ら送信してもらったり、決まった方法でリクエストしてもらうのが

基本であり、唯一の方法となる。但し、もし、おはなしボランティ

アが活動の中で必要としている本なのであれば、直接、中央図書館

長に伝えてもらえれば、要望として受けることはできる。 

 

 その場合、ちょこちょこと出すよりは、年に一回、リストにして

提出した方がよいか。 

 

ボランティアの皆さんとはコミュニケーションの場があるので、

そういったタイミングで出してもらえればいいし、一般の利用者か

らのリクエストも、選書の過程で、毎週、必ずチェックはしている。 

 

断られたのは、口頭で言われたのか。 
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それは、リクエストした人によって違うので、どういうケースだ

ったのかがわからないと、即答はできないが、大抵のリクエストに

は、当館で購入するか、県内の他館が所蔵していれば、それで提供

することができている。お断りになるケースは、そう多くはないし、

県内でも所蔵館がないような特殊な本や専門書が多い。 

 

リクエストされたものの中で、利用者の要望に応えられずお断り

になるものについては、リストが我々のところにも上がって来るが、

他の図書館でも所蔵がない本がほとんどで、それは非常に高価な本

だったり、図書館では購入が難しい本だったりする。 

 

おはなしボランティアの皆さんが揃えたい本については、リスト

をもらえれば児童書の選書担当者に渡して検討する。 

 

では、皆さんから要望を聞いて提出する。 

 

 年に一度とか、市民から欲しい本を聞いて、そのベスト１０に入

った本はすべて購入するとか、そういうことをすれば図書館をもっ

と身近に感じて貰えるのではないか。 

 

 先日、子ども向けに「買って欲しい本のリクエスト」というイベ

ントを開催した。こちらが挙げた候補の本に、シールを貼って投票

して貰い、１位の本を購入したが、そういう類のイベントで検討し

てみる。 

 

 広報に出して、欲しい本をハガキで応募とか、図書館に行かなく

ても要望できるといいのでは。 
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 リクエストは図書館に来館しなくても、２４時間いつでもＷＥＢ

からできる。また、リクエストされた本は、毎週、選書の場で担当

者が見て、購入するか、他館から借りるかを１点ずつ検討している。 

 この制度を知らない方も、まだまだいると思うので、今後は戸田

市の広報等でも周知が行き届くようにしていきたい。 

 

 システムを使ってリクエストするのは、子供や高齢者等、ハード

ルが高い人もいるので、そういった人でも気軽にリクエストできる

制度があったらということなら、検討したい。 

 

 ＹＡ向けの本も少ないと聞いているので、学校からの要望も取り

入れたらどうか。図書委員の人たちからトップ５を出してもらうと

か。 

 

 ところで、選定基準の改正はいつからか。 

 

 今日のこの場で承認されれば、教育委員会に報告し、改正の手続

きに入る。予定は４月１日としている。 

 

他に意見等ないので、議事(３)については以上とする。 

 

会長 

 

事務局 

 

 

議事（４） 

次の議事（４）その他については、事務局より説明をお願いする。 

 

本日の図書館運営協議会の結果については、議事録を作成し、ホ

ームページで公開する。 
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会長 事務局の説明について意見や質問はあるか。 

特になければ、議事(４)については以上とする。 

本日の全ての議事が終了したので、進行を事務局にお返しする。 

 

事務局 

 

 

６ 閉会 

以上で令和７年度第２回図書館運営協議会を閉会とする。 

議事終了 

 閉会 午後３時５３分 

 


